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一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
、
日
本
に
初
め
て
べ
ｌ
ス
ボ
ー
ル
（
野
球
）
が
伝
え
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
人
教
師
の
ホ
ー
レ
ス
．

（
１
）

ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
、
第
一
大
学
区
第
一
番
中
学
（
現
在
の
東
京
大
学
）
で
学
生
に
く
’
ス
ボ
ー
ル
を
教
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

（
ワ
］
）

（
３
）

慶
応
大
学
や
早
稲
田
大
学
で
も
野
球
が
行
な
わ
れ
た
．
当
時
の
日
本
で
は
、
ま
ず
高
等
教
育
機
関
に
野
球
が
伝
え
ら
れ
、
現
在

ひ
ろ
し

の
大
学
が
そ
の
中
心
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
野
球
道
具
の
輸
入
を
試
み
た
平
岡
無
が
率
い
た
新
橋
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
倶

楽
部
な
ど
、
各
地
の
社
会
人
野
球
部
の
活
動
も
看
過
で
き
な
い
。
や
が
て
、
大
学
野
球
部
は
そ
の
活
動
の
場
を
海
外
に
も
求
め

一
九
○
五
（
明
治
三
八
）
年
早
稲
田
大
学
野
球
部
が
ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
の
野
球
チ
ー
ム
に
お
い
て
初

め
て
の
海
外
遠
征
で
あ
る
．
ワ
イ
ン
ド
ア
ッ
プ
投
法
を
は
じ
め
、
野
球
発
祥
の
地
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
最
新
の
技
術
を
習
得
し

て
、
彼
ら
は
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
○
八
（
明
治
四
二
年
に
慶
応
大
学
は
ハ
ワ
イ
、
一
九
一
○
（
明
治
四
三
）
年
に
は

る
よ
う
に
な
（
一
て
い
く
￥

Ｉ
は
じ
め
に

立
命
館
大
学
野
球
部
の
台
湾
遠
征

’
一
九
二
七
年
の
二
勝
二
敗
か
ら
み
え
る
も
の
Ｉ

河

原

典

史
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早
稲
田
大
学
が
た
ワ
イ
そ
し
て
翌
二
（
明
治
四
四
）
年
に
は
ア
メ

リ
カ
で
野
球
技
術
を
磨
い
た
。
同
年
に
は
、
慶
応
大
学
も
再
び
ア
メ
リ

カ
へ
遠
征
を
行
な
っ
て
い
る
。

関
西
地
方
で
最
も
早
く
海
外
へ
遠
征
し
た
野
球
チ
ー
ム
は
“
和
歌
山

中
学
校
で
あ
る
。
同
校
は
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
、
翌
二
八
（
昭
和

（
４
）

三
）
年
に
は
関
西
学
院
中
学
校
が
ア
メ
リ
カ
へ
遠
征
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
関
西
地
方
で
は
、
大
学
野
球
部
に
先
ん
じ
て
中
学
校
の
野
球
部
が

海
外
遠
征
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
、
大
学
や
中
学
の
野
球
部

は
、
当
時
の
日
本
植
民
地
で
あ
っ
た
台
湾
や
朝
鮮
へ
も
遠
征
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
．

（
５
）

『
台
湾
野
球
史
』
に
よ
れ
ば
、
台
湾
へ
初
め
て
遠
征
を
し
た
野
球
チ
ー

ム
は
早
稲
田
大
学
で
、
そ
れ
は
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
で
あ
る
。
翌

年
に
は
法
政
大
学
、
一
九
二
二
（
大
正
一
ご
年
に
は
慶
応
大
学
と
法

政
大
学
が
台
湾
を
訪
れ
て
い
る
。
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
に
は
甲

陽
中
学
校
が
遠
征
を
し
て
お
り
、
や
は
り
関
西
地
方
で
は
中
学
の
方
が

早
期
に
訪
台
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
地
方
の
大
学
で
最
も
早
く
台
湾

へ
遠
征
を
し
た
の
は
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
の
同
志
社
大
学
で

第1表：台湾へ遠征した野球部

遠征年

1917(大正6

1918(大正7》

1922（大正11)

1922(大正1韮

1923(大正1酢

1924（大正13〉

1925(大正14

1927（昭和塗

1928（昭和3j

1929(昭和4

1930（昭和扉

1930(昭和扉

1931(昭和味

1931（昭和6』

遠征野球部 主催

北部協会

北部協会

3K商会

南報

台北倶楽部

プロ団

台糖

黒洋倶楽部

台湾日日新聞

台湾日日新聞

台湾日日新聞

合同新聞

台湾日日新聞

新聞社合同

早稲田大学

法政大学

慶応大学

法政大学

立教大学・甲陽中学

同志社大学

長崎高商

山口高商・立命館大学

京都大学

慶応大学

早稲田大学

平安中学

明治大学

小倉工業中学・広陵中学・神港商業中学､
和歌山商業中学

注：資料は1931年まで
出典；湯川充雄編「台湾野球史｣、台湾日日新聞社運動具部、1932，6－9頁、
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あ
る
．
そ
の
後
も
長
崎
高
等
商
業
学
校
や
山
口
高
等
商
業
学
校
な
ど
関
西
以
西
の
中
・
高
等
商
業
学
校
の
野
球
部
が
次
々
に

台
湾
へ
遠
征
し
た
の
で
あ
る
（
第
１
表
）
・

台
湾
へ
の
遠
征
で
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
の
場
合
と
は
異
な
り
、
野
球
の
普
及
と
植
民
地
政
策
へ
の
活
用
に
主
眼
が
置
か
れ
た

（
〈
ｂ
）

（
一
Ｊ
）

よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
現
地
の
移
民
一
世
を
中
心
と
す
る
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
援
助
し
た
ハ
ワ
イ
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
に
対

し
、
台
湾
で
は
台
湾
日
日
新
聞
を
は
じ
め
と
す
る
新
聞
社
が
主
催
す
る
興
行
へ
と
転
化
し
て
い
っ
た
．
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
つ

い
て
、
多
く
の
大
学
の
野
球
部
史
で
は
当
時
の
ス
コ
ア
や
成
績
だ
け
が
記
さ
れ
、
遠
征
の
目
的
や
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ら

い
て
多
く
の
大
学
（

れ
る
こ
と
は
少
な
い
。

こ
の
よ
う
な
な
か
立
命
館
大
学
野
球
部
も
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
一
二
月
に
初
め
て
海
外
（
外
地
）
へ
の
遠
征
と
し
て

台
湾
を
訪
れ
た
。
残
念
な
が
ら
、
ま
と
ま
っ
た
野
球
部
史
が
編
ま
れ
て
い
な
い
立
命
館
大
学
で
は
当
時
の
記
録
は
多
く
な
い
。

た
だ
し
、
こ
の
台
湾
遠
征
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
『
台
湾
野
球
史
』
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
資
料
が
残
っ
て
い
る
。
本
稿
で

は
立
命
館
大
学
野
球
部
の
戦
績
だ
け
で
な
く
、
こ
の
遠
征
を
め
ぐ
る
植
民
地
期
台
湾
の
背
景
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
試
み

た
い
。

１
》
京
都
大
学
専
門
学
校
野
球
連
盟
戦
と
中
川
館
長

一
九
二
二
（
大
正
二
）
年
、
旧
制
大
学
令
に
よ
っ
て
私
立
立
命
館
大
学
は
大
学
に
昇
格
し
た
。
同
年
に
入
学
し
た
小
山
恭

Ⅱ
台
湾
の
遠
征
の
企
画
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（
８
）

二
と
長
村
甚
一
（
平
安
中
学
出
身
）
ら
一
○
人
は
、
翌
年
に
野
球
部
を
結
成
し
た
．
た
だ
し
、
中
学
時
代
に
野
球
を
経
験
し
た

部
員
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
に
大
谷
大
学
、
龍
谷
大
学
、
京
都
府
立
医
科
大
学
と
京
都
薬
学

専
門
学
校
に
立
命
館
大
学
を
加
え
た
五
校
で
、
京
都
大
学
専
門
学
校
野
球
連
盟
が
成
立
し
た
．
そ
し
て
、
同
年
春
季
に
開
催
さ

れ
た
第
一
回
大
会
で
、
立
命
館
大
学
は
優
勝
し
た
。
創
部
初
期
か
ら
好
成
績
を
収
め
た
の
は
、
当
時
の
社
会
人
野
球
部
の
大
毎

（
９
）

ブ
レ
ー
ブ
ス
と
寝
屋
川
球
場
、
宝
塚
協
会
チ
ー
ム
と
宝
塚
球
場
で
練
習
試
合
を
重
ね
た
か
ら
と
い
う
。
そ
の
後
、
立
命
館
大
学

（
川
）

で
最
初
の
留
学
生
と
し
て
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
法
学
部
教
授
・
板
木
郁
郎
が
野
球
部
の
部
長
に
迎
え
ら
れ
た
．

秋
季
の
第
二
回
大
会
か
ら
参
加
し
た
京
都
帝
国
大
学
は
同
大
会
に
続
き
、
翌
春
の
第
三
回
大
会
も
制
覇
し
た
．
そ
し
て
、
一

九
二
七
（
昭
和
二
）
年
秋
、
第
四
回
大
会
を
迎
え
た
立
命
館
大
学
は
、
京
都
府
立
医
科
大
学
を
一
六
対
八
、
大
谷
大
学
を
九
対

五
、
京
都
薬
学
専
門
学
校
を
八
対
三
、
さ
ら
に
龍
谷
大
学
も
八
対
六
で
連
勝
し
た
。
一
○
月
五
日
に
行
な
わ
れ
た
京
都
帝
国
大

（
Ⅱ
）

学
戦
を
六
対
四
で
勝
利
を
収
め
た
立
命
館
大
学
は
、
五
戦
全
勝
で
二
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。
そ
し
て
、
創
部
時
の
メ
ン
バ
ー

（
吃
）

が
卒
業
す
る
同
年
、
そ
の
謝
恩
と
優
勝
祝
賀
を
兼
ね
て
、
部
員
有
志
が
初
め
て
の
遠
征
を
企
画
し
た
の
で
あ
る
．

部
員
が
企
画
し
た
遠
征
先
は
館
長
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
中
川
小
十
郎
の
縁
故
あ
る
台
湾
で
あ
っ
た
。
一
九
○
八
（
明
治

四
こ
年
よ
り
樺
太
庁
副
長
官
・
部
長
を
務
め
た
の
ち
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
か
ら
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
ま
で
台

（
Ｂ
）

湾
銀
行
副
頭
取
・
頭
取
を
歴
任
し
た
中
川
館
長
を
知
る
台
湾
の
人
々
に
、
新
し
く
就
任
し
た
立
命
館
大
学
の
活
躍
の
ひ
と
つ
と

し
て
野
球
部
の
優
勝
を
紹
介
し
た
い
、
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
板
木
部
長
が
台
湾
遠
征
の
企
画
と
そ
の
助

（
Ｍ
）

成
を
中
川
館
長
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
快
諾
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
早
稲
田
大
学
野
球
部
が
同
志
社
出
身
の

（
過
）

安
倍
磯
男
部
長
に
よ
っ
て
創
部
、
や
が
て
ア
メ
リ
カ
に
遠
征
を
し
た
の
と
同
様
、
大
学
の
象
徴
的
な
人
物
の
影
響
で
野
球
部
の
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２
遠
征
の
準
備
と
苦
悩

中
川
館
長
の
了
解
を
受
け
た
一
二
月
初
旬
、
野
球
部
は
京
阪
地
域
在
住
の
校
友
か
ら
遠
征
費
用
の
寄
付
を
募
ろ
う
と
し
た
（
第

２
表
）
・
当
初
、
比
較
的
順
調
に
進
ん
で
い
た
募
金
活
動
に
対
し
て
、
校
友
会
幹
事
会
に
て
「
学
校
の
依
頼
な
き
限
り
自
今
学
友

（
川
）

会
諸
部
の
寄
付
募
集
に
は
一
切
応
じ
な
い
」
と
の
決
議
が
な
さ
れ
た
。
部
員
の
一
部
負
担
や
、
自
分
自
身
の
名
義
で
の
借
金
で

遠
征
費
を
捻
出
し
よ
う
と
し
て
い
た
板
木
部
長
は
、
中
川
館
長
へ
事
情
説
明
の
手
紙
を
書
い
た
。
そ
し
て
、
以
下
の
返
事
を
も
っ

て
、
中
川
館
長
は
費
用
の
稔
出
に
つ
い
て
快
諾
し
た
の
で
あ
る
．
「
経
費
の
点
は
自
分
に
於
て
責
任
を
持
つ
。
問
題
は
た
だ
、
渡

台
し
て
あ
え
て
校
名
を
汚
さ
ざ
る
の
確
信
あ
り
や
否
や
に
あ
る
．
も
し
こ
の
確
信
あ
ら
ば
、
渡
台
せ
よ
」
・

費
用
の
調
達
と
並
行
し
て
遠
征
の
日
程
、
と
く
に
対
戦
相
手
の
問
題
が
あ
っ
た
．
立
命
館
中
学
を
卒
業
し
た
板
木
部
長
の
恩

（
Ⅳ
）

師
に
あ
た
り
、
当
時
で
は
台
中
商
業
に
勤
め
て
い
た
と
い
う
某
氏
に
打
診
が
な
さ
れ
た
。
台
湾
球
界
の
権
威
者
と
自
称
し
た
某

氏
の
返
信
に
は
、
野
球
部
の
台
湾
遠
征
を
歓
迎
し
、
試
合
予
定
表
ま
で
添
付
さ
れ
て
い
た
と
い
う
．
し
か
し
、
そ
の
後
に
連
絡

が
途
絶
え
た
た
め
、
板
木
部
長
は
台
湾
体
育
協
会
会
長
・
幹
事
、
各
都
市
の
支
部
長
な
ど
に
依
頼
状
を
発
送
し
た
．
ま
た
、
台

北
に
あ
る
校
友
会
支
部
幹
事
で
、
華
南
銀
行
文
書
課
長
の
土
井
常
太
郎
氏
に
連
絡
が
取
ら
れ
、
二
月
二
三
日
に
は
台
湾
在
住

の
校
友
四
名
・
同
窓
二
名
が
野
球
部
の
台
湾
遠
征
を
援
助
す
る
旨
の
返
信
が
得
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
板
木
部
長
と
土
井
氏
は
頻
繁
に
電
報
で
連
絡
を
取
り
合
っ
た
。
土
井
氏
か
ら
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
台
湾
体
育
協
会

（
旧
）

（
囚
）

と
創
部
し
た
ば
か
り
の
台
北
実
業
野
球
団
・
黒
洋
倶
楽
部
が
山
口
高
商
野
球
部
を
招
待
す
る
こ
と
が
先
決
し
て
い
た
。
こ
れ
ま

遠
征
先
が
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
．



年月日

1927年10月15日

10月中旬

11月2:-!日

11月下旬

12月3日頃

7日

12月初旬

10日

11日

12日

13日

11日

15日

第2表：立命館野球部の台湾遠征の準備

事 項

第4回（秋季）京都大学専門学校大会に優勝。

中川館長、台湾遠征を快諾し、校友会からの寄付活動を許志
する。

台湾在住の某氏に連絡、一度は返事があったが、その後は連
絡が途絶える。

台北校友会支部幹事・土居常太郎氏に連絡。

土井氏から返信があり、さまざま助言をうける。

台湾体育協会会長・幹事、各都市の支部長へ連絡

大阪朝日新聞に後援を交渉するが､新聞紙上だけの後援に留
まる。

土井氏より、朝日新聞の後援成功を願う電報が届く。

京阪在住の校友から寄付を募る。

しかし､校友会幹事会にて寄付募集に応じないことが決議さ
れる。

最終的には、中川館長が遠征費用について了解。

土井氏より電報が届く。台湾協会と黒洋倶楽部が山口高商を
招待するので、立命館大学の訪台を見合わせるよう助言。

台湾体育協会・黒洋倶楽部より、協力できない旨の電報が届
く。

山口高商の予定を鑑み、12月11日出発・台北で2，3試合”
25,26日頃離台という試案を体育協会などへ返信。

同夜、土井氏より返信。田島学長から台湾倉庫社長・体育協
会野球部長への後援願を送信するよう助言。

同じ頃､土井氏は中川館長へ体育協会の援助が困難である旨
を連絡。

中川館長､台湾見学として予定通り訪台するよう指示するとと
もに､台湾日日新聞・台湾銀行理事・殖産局長・内務局長・台
湾総監・吾妻旅館ならびに2人の台湾人校友に援助依頼を送る童

板木部長、14日午前8時京都駅集合を部員に連絡。

同夜、土井氏、24日に神戸港を出発するよう指示。

午前、土井氏、体育協会が山口高商・関西大学とともに立命
館大学を招待することに変更。

24日に関西大学とともに神戸港から出発､台湾では山口高商
と同一行動をとるよう指示。

午後、土井氏よりM日の出発を見合わせるよう助言。

板木部長、翌朝の京都駅・神戸埠頭での待機を部員に連絡≦

正午、東京滞在中の中川館長より、予定通り本日14日正午に
神戸出港の瑞穂丸に乗船するよう指示。

すでに出港した瑞穂丸に追いついて乗船するため､午後8時g
分発の下関行特急に乗車。

正午、門司に寄航中の瑞穂丸に乗船。

出典：板木郁郎「野球部台湾遠征の記｣、立命館学誌111，1928，7-15頁。
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（
幻
）

土
井
氏
に
よ
れ
ば
、
立
教
大
学
も
訪
台
す
る
予
定
が
あ
る
た
め
、
南
台
野
球
倶
楽
部
も
対
戦
相
手
と
球
場
の
確
保
が
困
難
で

あ
る
と
い
う
。
一
二
月
一
○
日
の
彼
か
ら
の
電
報
に
は
、
「
台
湾
野
球
界
を
支
配
す
る
体
育
協
会
、
黒
洋
倶
楽
部
が
山
口
高
商
を

招
く
に
よ
り
：
：
：
む
し
ろ
貴
部
の
来
台
は
妨
害
の
喧
嘩
と
な
る
も
の
と
見
ら
れ
、
各
地
試
合
不
可
能
に
つ
き
、
野
球
団
と
し
て

（
”
）

は
見
合
わ
せ
て
は
い
か
が
。
返
事
待
、
中
川
先
生
へ
こ
の
旨
」
と
の
一
文
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
新
設
さ
れ
た
黒
洋
倶
楽
部
と

縁
故
の
深
い
山
口
高
商
の
招
待
試
合
が
優
先
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
日
に
は
黒
洋
倶
楽
部
会
長
の
三
井
物
産
・

（
鍋
）

津
久
井
誠
一
郎
と
台
湾
体
育
協
会
か
ら
、
立
命
館
大
学
の
訪
台
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
旨
の
厳
し
い
電
報
が
届
い
た
の
で
あ
る
．

検
討
の
結
果
、
山
口
高
商
の
遠
征
日
程
が
一
二
月
二
七
日
か
ら
一
月
八
日
と
判
明
し
た
た
め
、
立
命
館
大
学
で
は
一
九
日
出
発

と
い
う
当
初
の
予
定
を
一
四
日
に
繰
り
上
げ
、
二
五
・
二
六
日
頃
に
日
本
へ
戻
る
こ
と
に
変
更
し
た
。
そ
の
後
、
一
日
の
う
ち

に
何
回
も
日
台
間
で
電
報
が
往
復
し
た
．
留
学
経
験
の
あ
る
板
木
部
長
と
、
校
友
の
土
井
氏
の
奮
闘
だ
け
で
な
く
、
つ
い
に
は

（
型
）

野
球
部
の
遠
征
の
た
め
中
川
館
長
ま
で
が
台
湾
総
監
・
上
山
満
之
進
を
は
じ
め
、
殖
産
局
、
内
務
局
、
台
湾
銀
行
や
台
湾
日
日

新
聞
、
さ
ら
に
は
宿
泊
施
設
や
台
湾
人
校
友
な
ど
に
連
絡
を
と
っ
た
。
前
職
を
台
湾
銀
行
頭
取
と
す
る
中
川
館
長
が
へ
ま
さ
に

台
湾
官
僚
や
財
界
へ
直
談
判
し
た
の
で
あ
る
。

（
弱
）

中
川
館
長
は
、
「
台
湾
見
物
の
つ
も
り
に
て
予
定
通
り
実
行
せ
よ
」
と
野
球
部
に
指
示
を
し
た
。
そ
れ
を
受
け
た
板
木
部
長
が
、

当
初
の
予
定
通
り
一
四
日
正
午
に
神
戸
港
を
出
港
す
る
瑞
穂
丸
に
乗
船
す
る
べ
く
、
同
日
の
午
前
八
時
に
京
都
駅
に
集
合
す
る

（
江
）

た
三
巻
俊
夫
で
あ
っ
た
。

で
台
湾
で
は
官
庁
職
員
に
よ
っ
て
野
球
部
が
組
織
さ
れ
て
い
た
↑
そ
れ
に
対
し
富
黒
洋
倶
楽
部
は
商
業
に
従
事
す
る
愛
球
家

に
よ
っ
て
組
織
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
創
立
に
あ
た
っ
て
援
助
し
た
人
物
の
一
人
が
山
口
高
商
の
卒
業
後
に
台
湾
倉
庫
に
勤
め
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す
る
と
次
の
問
題
は
出
発
日
の
決
定
で
あ
る
出
発
予
定
の
前
日
・
一
三
日
さ
え
も
土
井
氏
は
二
四
日
へ
の
変
更
を
勧

め
て
き
た
．
す
で
に
決
定
し
て
い
る
山
口
高
商
を
中
心
と
す
る
日
程
の
再
変
更
を
、
彼
は
懸
念
し
た
の
で
あ
る
．
と
り
あ
え
ず

板
木
部
長
は
、
予
定
通
り
一
四
日
午
前
八
時
に
京
都
駅
お
よ
び
神
戸
港
に
集
合
す
る
旨
を
部
員
に
伝
え
た
。
し
か
し
、
最
終
決

定
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
出
発
当
日
・
一
四
日
を
迎
え
る
と
、
東
京
滞
在
中
の
中
川
館
長
か
ら
当
初
の
予
定
通
り
正
午
に
神
戸
港

を
出
港
の
瑞
穂
丸
に
乗
船
す
る
よ
う
、
ほ
ぼ
同
時
刻
に
連
絡
が
届
い
た
の
で
あ
る
．
す
で
に
出
航
し
た
瑞
穂
丸
に
追
い
つ
く
た

（
”
）

め
、
野
球
部
は
京
都
駅
を
午
後
八
時
九
分
に
出
発
す
る
下
関
行
き
特
急
に
乗
車
し
た
。
そ
し
て
、
翌
一
五
日
に
後
援
の
大
阪
朝

日
新
聞
社
門
司
支
局
を
訪
問
後
、
野
球
部
は
門
司
に
寄
航
中
の
瑞
穂
丸
に
途
中
乗
船
で
き
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
こ
の
日
は

京
都
大
学
専
門
学
校
大
会
の
優
勝
か
ら
ち
ょ
う
ど
二
ヶ
月
後
で
あ
っ
た
。

一
六
日
を
船
中
で
過
ご
し
た
後
、
一
七
日
の
午
後
二
時
に
台
湾
・
基
隆
に
着
い
た
野
球
部
は
、
列
車
で
台
北
に
午
後
三
時
三

○
分
に
到
着
し
た
（
第
３
表
）
。
ま
ず
は
台
湾
神
社
に
参
拝
後
、
台
北
秋
季
実
業
野
球
大
会
の
決
勝
戦
を
観
戦
し
た
部
員
は
、
士

（
鵠
）

井
氏
を
は
じ
め
今
回
の
訪
台
に
援
助
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
台
湾
球
界
の
重
鎮
が
主
催
し
た
蓬
莱
閣
で
の
歓
迎
会
に
出
席
後
、
吾

（
鍋
）

（
抑
）

妻
旅
館
で
台
湾
の
初
め
て
の
夜
を
迎
え
た
。

旨
を
部
員
に
伝
え
た
の
は
一
二
日
の
夕
方
で
あ
る
皇
と
こ
ろ
海
そ
の
夜
半
に
土
井
氏
か
ら
二
四
日
に
出
発
す
る
よ
う
電
報

が
届
い
た
．
翌
朝
に
は
、
台
湾
体
育
協
会
が
山
口
高
商
と
関
西
大
学
、
そ
し
て
立
命
館
大
学
を
招
待
す
る
こ
と
に
変
更
し
た
件

と
、
二
四
日
に
関
西
大
学
と
一
緒
に
訪
台
し
、
そ
の
後
は
山
口
高
商
と
同
行
す
る
よ
う
土
井
氏
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
．
つ
ま
り
、

（
錨
）

中
川
館
長
と
土
井
氏
の
熱
意
あ
る
行
動
は
、
台
湾
体
育
協
会
や
黒
洋
倶
楽
部
の
幹
部
た
ち
に
、
自
費
に
よ
る
立
命
館
大
学
の
訪

台
を
認
め
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

す
る
と
、
次
の
問
題
は
山
出

め
て
き
た
．
す
で
に
決
定
し
一
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年月日

1927年12月14日

12月15日

12月16日

12月17日

17'月18日

12月19日

12月71)日

17月2111

17月7711

17月23日

12月24日

12月25日

12月71-1日

12月27日

17月28日

17月29日

12月 30日

12月31日

1928年1月1日

1月2日

1月3日

1月4日

1月5i

1月6日

1月7日

第3表：立命館大学野球部の台湾遠征の日程

事項

京都駅午後8時9分下関行特急3等車乗車

池田理事、運動具店や学生などの歓送

午前8時55分下関着､関門連絡船に乗船後､大阪朝日新
聞門司支局訪問門司12時、瑞穂丸に乗船

瑞穂丸船中

台湾・基隆に午後2時30分着､鉄道にて台北に午後3時
30分着

自動車にて台湾神社に参詣､台北秋実業野球大会の決
勝戦観戦蓬莱閣にて歓迎会

円山球場にてCB団と対戦、8対7で勝利

蓬莱公学校訪問

茶製造所・鐘泰家住宅・葉金塗住宅・淡水河を見学
鉄道にて台北を出発

午前5時嘉義に到着後、青柳旅館で朝食

鉄道にて阿里山へ移動

阿里|｣｣桧筏材場・蒐集所を見学

万年山・塔山登山、新高山を見学

神木・殖産局営林署製材所を見学

勝田医師宅訪問後、鉄道にて嘉義出発、午後711寺15分
高雄に到着

早朝練習、挨拶回り

扉東の製糖会社を見学夕方、高雄に戻る

轍球場にて全高雄軍と対戦、7対8で敗戦

午後7時に高雄を出発、台南に宿泊

安平・台南神社参拝

台南一中校庭にて南台軍と対戦、6対17で敗戦

第一鄭成功廟、五妃の墓、開帝廟や赤嶺楼台南公園な
ど台南を見学鉄道にて台北へ北投に宿泊

黒洋倶楽部（台北体育協会）主催の歓迎会（鉄道ホテ
ル）に山口高商とともに臨席

北投温泉（台銀クラブ）へ行く

北投見物後、吾妻旅館で宿泊

円山球場にて鉄団と対戦、6対1で勝利

蓬莱閣にて歓迎会に臨席

雨天のため、専門学校連合軍との試合順延

縄督府・樟脳阿片の製造工場を見学

専門連合軍より試合中止の申出、これを受理

雨天のため、CB団との試合中止

鉄道ホテルでの招待会に臨席

基隆の顔氏邸へ

午後2時顔氏邸を出発、基隆より信濃丸に乗船

午後3時に門司へ入港、午後8時の船で出航

午後3時に神戸へ入港、午後7時に京都駅に到着

宿泊地

車中

船中

船中

吾妻旅館

吾妻旅館

車中

阿里山クラブ

7里山クラブ

（高雄）

（高雄）

浪花旅館

（台南）

（台北）

（台北）

吾妻旅館

吾妻旅館

吾妻旅館

吾妻旅館

吾妻旅館

吾妻旅館

船中

船中

船中

船中

注1；太字は試合結果注2：宿泊地の（）は推察

出典：河隈恭二「台湾に|臨みて｣、立命館学誌117，197,7，5-16頁≦



88

１
遠
征
メ
ン
痕
－
と
戦
績

立
命
館
大
学
野
球
部
の
台
湾
遠
征
の
メ
ン
バ
ー
は
板
木
部

長
以
下
、
第
４
表
の
通
り
で
あ
る
．
実
質
的
に
指
揮
を
と
っ

た
の
は
、
主
将
で
あ
る
芝
茂
夫
で
あ
ろ
う
．
ピ
ッ
チ
ャ
ー
（
投

手
）
で
あ
る
彼
は
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
の
全
国
中

等
学
校
野
球
大
会
に
お
け
る
甲
陽
中
学
校
の
優
勝
時
に
セ
ン

タ
ー
（
中
堅
手
）
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、
同
年

一
二
月
に
中
等
学
校
野
球
部
と
し
て
初
め
て
台
湾
に
遠
征
し

た
同
チ
ー
ム
の
一
員
で
も
あ
っ
た
（
第
１
表
）
。
こ
の
点
も
、

立
命
館
大
学
野
球
部
が
台
湾
遠
征
を
実
施
し
た
遠
因
と
な
ろ

う
。
サ
ー
ド
（
三
塁
手
）
の
井
村
信
正
も
ま
た
、
同
中
学
校

出
身
で
あ
る
。
ピ
ッ
チ
ャ
ー
（
投
手
）
は
松
蔭
暁
と
川
中
、

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
（
捕
手
）
は
東
田
勇
次
郎
な
ど
、
出
身
地
を

み
る
と
福
岡
県
明
善
高
校
出
身
の
レ
フ
ト
（
左
翼
手
）
北
川

久
三
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
は
関
西
地
方
の
中
学
出
身
者
で

Ⅲ
台
湾
遠
征
で
の
戦
績

第4表：立命館大学野球部名簿

部長板木郁郎法学部法律学科主事

卒業後の進路

享栄高校教諭

国鉄吏員

京都瓦期会社

大阪染料会社

住宅営団

選手名｜学部｜卒業年｜出身中学校ポ ジ シ ョ ン

法学’

法学

経済学

経済学

経済学

経済学

経済学

法学

経済学

1931甲陽(兵庫県〉

－東山(京都府:》

1931神戸第二(兵庫県）

1931平安(京都府＞

1932大谷(京都府＞

－立命館(京都府）

1928甲陽(兵庫県｝

1932同志社(京都庇

1929明善(福岡県》

1932平安(京都府＞

1928平安(京都府）

芝茂夫

松蔭暁

川中

東田勇次郎

今小路明磨

田中良三

松村秀光

井村信正

井堂五男士

北川久 三

小笹清一

長村甚一

ピッチャー

キャッチャー

ファースI

セカンド

サード

ショー｝

レフ；

センター

ライト

マネージャー

醐鳶’
経済学

法学 1931 東山(京都府｝

出典：早川登生「立大野球部台湾遠征前期」立命館学誌、1928，112，2-5頁。
立命館大学『昭和参年拾弐月調査校友会名簿』、1928。
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あ
る
。
た
だ
し
、
立
命
館
中
学
出
身
者
は
セ
カ
ン
ド
（
二
塁
手
）
の
松
村
秀
光
一
人
で
し
か
な
い
。
な
お
、
前
掲
の
『
台
湾
野

球
史
』
に
は
、
「
河
隅
・
早
川
両
監
督
」
と
い
う
記
述
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
こ
の
遠
征
だ

け
で
は
な
く
野
球
部
の
総
務
を
担
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

当
時
の
台
湾
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
球
チ
ー
ム
が
あ
っ
た
。
そ
の
い
く
つ
か
は
台
湾
総
督
府
の
鉄
道
局
や
通
信
局
か
ら
の
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
で
あ
り
、
最
終
的
に
立
命
館
大
学
は
そ
れ
ら
の
四
チ
ー
ム
と
試
合
を
し
た
．
台
湾
で
最
初
の
試
合
は
、
二
一
月
一

（
釦
）

（
塊
）

八
日
午
後
一
時
三
○
分
よ
り
円
山
球
場
で
行
な
わ
れ
た
Ｃ
Ｂ
団
戦
で
あ
る
（
第
５
表
）
・
二
回
に
先
攻
の
Ｃ
Ｂ
団
に
先
制
点
を
許

し
、
三
回
に
追
加
点
を
奪
わ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
裏
に
立
命
館
大
学
は
同
点
に
追
い
つ
い
た
。
六
回
に
Ｃ
Ｂ
団
が
二
点
を
追
加

す
る
と
、
そ
の
裏
に
立
命
館
大
学
は
大
量
六
点
を
入
れ
た
。
九
回
表
に
Ｃ
Ｂ
団
は
三
点
を
返
す
が
、
八
対
七
で
逃
げ
き
っ
た
立

命
館
大
学
は
、
台
湾
の
初
戦
を
飾
っ
た
の
で
あ
る
．
な
お
、
試
合
の
翌
日
か
ら
一
週
間
、
野
球
部
は
台
湾
各
地
を
見
学
し
た
（
第

１
図
）
・
見
学
地
は
阿
理
山
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
の
桧
筏
流
し
場
、
伐
木
場
な
ど
で
あ
り
、
当
時
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
興

１
図
）
・
見
学
地
は
阿
理
山

味
深
い
点
が
み
い
だ
せ
る
．

（
柵
）

（
別
）

第
二
試
合
に
つ
い
て
は
、
一
二
月
二
四
日
午
後
二
時
一
○
分
よ
り
高
雄
市
グ
ラ
ン
ド
で
全
高
雄
軍
戦
が
行
な
わ
れ
た
（
第
６

表
）
。
二
回
裏
に
三
点
を
入
れ
て
先
制
し
た
立
命
館
大
学
は
、
直
後
の
三
回
表
に
追
い
つ
か
れ
た
が
そ
の
裏
に
二
点
を
追
加
し
、

再
び
リ
ー
ド
を
奪
っ
た
。
中
盤
に
は
均
衡
が
続
い
た
も
の
の
、
九
回
表
に
全
高
雄
軍
に
大
量
六
点
を
入
れ
ら
れ
た
立
命
館
大
学

は
、
九
対
五
で
ゲ
ー
ム
を
失
っ
た
。
長
旅
に
よ
る
疲
労
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
八
日
の
第
一
試
合
に
お
い
て
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
東

田
の
負
傷
が
直
接
的
な
敗
因
で
あ
ろ
う
。
こ
の
試
合
か
ら
は
セ
ン
タ
ー
（
中
堅
手
）
の
小
笹
が
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
務
め
た
た
め

か
、
攻
守
に
や
や
精
彩
を
欠
い
た
の
で
あ
る
。
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第5表：対CB戦の詳細

その1：スコア

その2：試合の経過

l b百｜制二茨石安二矢遊ゴ

24鮫島三ゴ遊ゴ失四球遊失
33斑月右 飛菊･’四球凡打一失
48杉山左安 (＃点）四球凡打凡打
57桐野中飛失凡打燕3厳(嫌）中本(打点3'得点,)』
62安田遊ゴ野選．鍬(鮪）記述なし中飛
79津曲三振 遊 ゴ － ‐ 遊 ゴ ( 6 3 ）

9松北

8l中村一ゴ ( 順 l 鞭 三 振 投 飛
111｣田

95有、三失 三ゴ ニゴ 更

|熱|急I纂胤|毒蝋|…JF
n=､蕊tmjj二鍋~¥ゴajlll三三三

その3：選手別成績

|｜強与出’b（1（I（I（｝、

４
｜
調

|｜有卜＋

※lおそらく、2塁からタッチアップ失敗の併殺
※2－ゴロで2塁走者本塁タッチアウト

※3ノーアウト1．2塁からエラーの間に本塁タッチアウト。1．3塁から2盗失敗の
間に3塁ランナー生還。桐野はおそらく凡打？

※4ランニングホームランか

出典：早川、1978.以下、第678表も同じ

回謹

立 命館

9

守備

中飛 凡打無 笠（ 中本(打点3'得点),＃

注一堂

賊(i鮪 遊ゴ

松蔭 洲(鵬 駐(嫌｝
競哨句

記述オ

C B
丑
に

伯 で烏

jXf‐F

Z

可

打数
E

荏拳
小
才
ｊ

｛
玄 四死封 三振 犠打

1

0

+一さ駒
rご少稚

津由
公 引

I

0

0

7

0

二

東
刑§ 【造

ｒ
一
二

三脚二＝

北ノ
1,爵

松 イ

計

3
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高

嘉義

台台南

雄

扉東

阿里山
一 3

世筋是墜
台北

●

◎

→

宿泊日

1．12月17．18日：

2．12月19日

3.12月20.21日

､1．｡《

宿泊地

見学地“

移動

吾妻旅館

車中

阿里山ケ

412月22.23日：（高雄］

512月24．25E (台南』

経

6．12月26．27日：（台北）

7．12月28～

1月2日；（吾妻旅

注：（）は推察

館1

12040(020

第1図立命館野球部の台湾での移動
,T,典：河隈恭二「台湾に臨みて」立命館学誌117,1977,5-16頁

由地

km)
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ーノー

翌
二
五
日
、
立
命
館
大
学
は
台
南
一
中
校
庭
に
お
い
て
台
南
軍
と
対
戦
し
た
（
第
７
表
）
。
一
回
に
二
点
を
入
れ
て
先
制
し
た

も
の
の
、
立
命
館
大
学
は
そ
の
裏
に
五
点
を
失
い
、
二
回
に
二
点
四
回
に
二
点
五
回
に
も
三
点
を
追
加
さ
れ
た
。
さ
ら
に

七
回
に
四
点
、
八
回
に
一
点
を
加
点
さ
れ
た
彼
ら
は
九
回
表
に
三
点
を
返
す
も
の
の
、
一
七
対
六
で
大
敗
し
た
の
で
あ
る
。
再

（
邪
）

び
台
北
に
戻
っ
た
立
命
館
大
学
は
、
一
二
月
二
九
日
の
午
前
一
○
時
四
○
分
よ
り
円
山
球
場
で
鉄
団
と
対
戦
を
し
た
（
第
８
表
）
・

負
傷
の
癒
え
た
東
田
が
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
に
戻
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
鉄
団
の
攻
撃
を
二
回
の
一
点
の
み
で
押
さ
え
た
立
命
館
大
学

は
、
一
回
に
先
制
点
を
入
れ
た
後
も
追
加
点
を
重
ね
、
六
対
一
で
勝
利
を
収
め
た
の
で
あ
る
。

四
試
合
の
総
合
成
績
を
み
る
と
、
興
味
深
い
点
が
い
く
つ
か
あ
る
（
第
９
・
岨
表
）
・
チ
ー
ム
打
率
が
二
割
未
満
と
現
在
に
比

べ
て
打
率
が
低
く
、
エ
ラ
ー
（
失
策
）
が
極
め
て
多
い
。
詳
細
ま
で
留
意
す
る
と
、
送
球
ミ
ス
に
よ
る
進
塁
が
多
い
こ
と
か
ら
、

現
在
の
よ
う
に
他
の
選
手
に
よ
る
べ
ｌ
ス
・
カ
バ
ー
リ
ン
グ
の
技
術
が
劣
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
内
野
ゴ
ロ
で
の
併
殺

が
少
な
く
、
打
者
走
者
の
み
を
ア
ウ
ト
に
す
る
こ
と
か
ら
、
ダ
ブ
ル
プ
レ
ー
の
技
術
が
必
ず
し
も
高
次
だ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。

さ
ら
に
、
盗
塁
数
が
多
い
点
か
ら
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
牽
制
・
ク
イ
ッ
ク
投
法
、
な
ら
び
に
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
（
捕
手
）
の
キ
ャ
ッ

チ
ン
グ
・
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
技
術
も
低
次
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
ス
コ
ア
の
記
載
方
法
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
ナ
ー
の
記
述
が
な
い
た
め
、
飛
球
に
お
い
て
フ
ラ
イ
と
の
区
別
に
注
目
し

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
．
さ
ら
に
、
零
門
判
が
一
人
で
あ
る
こ
と
も
多
く
、
現
在
の
よ
う
に
四
人
あ
る
い
は
六
人
が
配
置
さ

（
師
）

れ
る
試
合
は
稀
有
で
あ
っ
た
。
「
三
人
も
必
要
が
な
い
」
と
い
う
記
述
か
ら
は
、
審
判
が
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
、

適
任
者
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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第6表：対高雄戦の詳細

その1：スコア

その2：試合の経過

打順守備高雄1234 ～89
4‘井村中安四球（得）遊ゴ （ 得 ） 蕊 ･ 月

26武藤中飛左安（打・得）郡捕邪飛
32上野中 飛 二 飛 中 安 （打2．得）

45－'稲生 四 球 鱗 ’ ‘ ' 噌 諜a左安(得）51-8内堀遊ゴニゴ失(得）
記述なし

69－3大狸三振二飛右2（打2・得）
78館 野・ ､ゴ遊ゴ失
83－5肥田遊□？：:．，
3'倉 本 ! 四 球（得）

9 7八文字 I|'喪（得）？;･ 5 三 ゴ 失

打順守備立命館234～89
1’2小笹投ゴ遊ゴ失糾四球
28松蔭左安,:2左飛四球
3 9長村左飛役ゴ三振
46井堂遊ゴ（6-5）捕邪飛

5 5 井 村 四 球 （得）燕3左本（打・得）記 述 な し
63今小路犠打死球（得）弾・7

77北川犠打（打）四球
84松村四球（得）左安（打）投ゴ
91芝,四球( 得 ) 左 飛 四 球.;11，

その3：選手別成績

l勅｝唾’4（）

※11．3塁になる

※22盗成功
※32盗成功
※4 2人生還

※52盗成功
※62盗成功

※72盗成功
※8遊撃手から二塁手へのフォースプL
※9以後、記述なし
※102盗失敗

ｲで1．3塁になる

回数

高雄

立命鮭

（

（

記述な

一
望

記述な

四球･;

古
罰

一
ｒ
Ⅱ

井村
雨＝ロ 蓋

上
●
ｊ
ｆ
．
』

玩
舶

内＃
-k・オ翌

館

肥I

倉本

八文字

打 数 得,弓 安打 四死球 盗塁 犠才

0

天莱

立命館 打 数 得:,喝
や
才
Ｊ

》
玄 四死球 三振 揺壁 犠キ 失策

、世

長村

井堂

井1
今小路
ｲレ ｜
可し ﾉ

松村

1(）
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第7表：対全台南戦の戦績詳細

その1：スコア

その2：試合の経過

その3：選手別成績

※1以後、記述なし
※2おそらく二塁手の野選

※33盗成功後に、三塁手の失策
※4田中の2盗の間に松村が生還

※5おそらく強襲ヒットがホームランに

回数

立命

一
口

混
生

と
ユ

打順 守附 立命隊
，
］

7

1，1

量刑

井鴬

井 キ

今小路

松藤

四球（

左2（
イー÷/妬

とE,江｛す1

燕1

i百詞汀1

画面頁こ、
需覇丁二詞

松村

田中

記立IなL

↓2死1

左失(得)：

ｊ
』ご

］

記述なし

打1iI 二寸・1’｢ili 勾号石

涜崎

内|山

洩尾

LIIIf

河ロ

山田？

金一f・‐

井野遇

ル
大

ゴ
ユ

授

三振

冬
１
．

〔
ソ
』

記述な

遊安（＃

四球（ｲキ

凡打

右安’

以後記i

失（

以枇記』

戦懲5(W･i
７
１
。

記述なし

安（得

安（得

)慨#『(打3･得

栂打(打
1，15血弄司､』ﾕ

ﾙ人便同口仙

l一死『&

記述な

立命藤

'j，笹
ｲレI言
乱しﾉﾆ

長*

井堂
井ホ

今小礎

松贈

松推

111にド

打淵

ﾛJ'7
巳Df

安： 四死球 三振 盗塁 犠打 失策

全台i＊

鈴才

耀臨

内I｣．

浅犀

池田色

河任
ﾝW1l-H1型

金子

井野豊
計

打揚

45

《
玄 四死球

咋
極 綴笠 1儀打

坐
塩

干
だ
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第8表：対鉄団戦の詳細

その1：スコア

その2：試合の経過

l 打順｜守Wiil維開’11213141516171819

その3：選手別成績

010

2盗成功
野選、安打か失策？
2盗失敗

捕手失策（おそらくパスボール）
牽制球の悪送球で1塁ランナーは3塁まで進塁

画
‘
‘
‘
‐
一
一
⑪
”
］
姫
○
・
口
旧
斗
一
員
Ｊ

※
※
※
※
※

回輔

鉄団

立命側

"式変

ﾙーi・

限 弓

便 L 岸
昂期J$罰

山 I F

Ｉ
砺
十

芦
反

黒
‐惨卜
1「

杯
虹

芹篭

帯ゴ｢6.」

遊□

匹脹’

畦
江

燕'ﾉ』

＃

ｒ
臨
丁

，
ｆ
ｑ
ｌ

ｎ
皇

一
生

三笠

遊

投．

三邪

畦

三者凡

●
１
Ｊ
』

ｑ
「
Ｉ
、

１
」

１
Ｊ

幸
耐

中？ち？安

四封

楠ゴ(且

投飛
一
二

睦

ｌ

j､L打？
ね
‐

凡打

凡~打

飛

中飛

遊安･§

四球

ゴ
ユ

打|||間
〃寺。J'四ﾖ

ｰ可･1M Z命‘

1，f

松
者
｝
、

Ⅱ
０
４

井堂

井村

北！

東ロ

今小I

右本!;テ

ｊ
牛
山

四卿

四Bl

三椎

山．

ｳ誇

右Ⅱ

四球(ｲ層

ザゴ

四球(i噂

三振

四球(褐

Iゴｩ礎Ir,骨

榊iゴ(『

言恢

L

ﾉ､Lイ
」
好

。
－
Ｊ

卜L

死球(↑

ニゴ（．

＋
ｆ

ｆ
ｌ

十
次

一
個

以後凡r

咋
夫

遊二

捕飛

中飛

'､L1

四識

吐コヨI
d11

遊飛

左飛

鉄団

仁
十
へ

Ｈ
画

山勘

水そ

|皇

長
蹄』
-冠室

‐

打耀 劇

1

四死到 三振 幣昌 犠#， 発秩う

立命@

井 f
沖
′ロ

|上

収

今ﾉI

打甥 ,喝:【& 安打 四死封ミ 三11 盗昌 犠打
垂
西

牛
｝
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３
台
湾
球
界
へ
の
寄
付

一
二
月
二
七
日
、
台
湾
に
到
着
し
た
山
口
高
商

と
主
催
者
の
黒
洋
倶
楽
部
と
と
も
に
、
立
命
館
大

学
は
鉄
道
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
歓
迎
会
に
臨
ん

だ
。
三
十
日
に
は
、
山
口
高
商
を
中
心
と
す
る
専

（
鵠
）

門
学
《
校
連
合
軍
と
の
対
戦
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、

雨
天
の
た
め
翌
日
に
順
延
さ
れ
た
。
し
か
し
、
当

日
に
な
る
と
選
手
に
欠
員
が
生
じ
た
と
の
理
由
で
、

（
釣
）

試
合
は
中
止
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
年
明
け
の
一

月
二
日
、
再
び
雨
天
の
た
め
Ｃ
Ｂ
団
と
の
試
合
も

中
止
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
か
ら
の
連
絡

が
徹
底
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
か
、
立
命
館
大

（
州
）

学
の
試
合
日
程
は
極
め
て
流
動
的
で
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
な
か
、
二
勝
二
敗
、
そ
し
て
三
試
合
が

中
止
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
立
命
館
大
学
は
観
客
の
試
合
観
戦

を
無
料
と
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
こ
れ
は
受

第9表：立命館大学野球部の通算成績

出典：早川、1928,

第10表：立命館大学野球部の選手別成績

対CB戦対高雄戦対全台南戦対鉄団戦通算成績 率
鴫
叩
花
叩
娼
万
舵
肥
別
叩
師

舎
１
３
１
１
１
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け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
無
料
に
す
れ
ば
後
日
に
訪
台
す
る
山
口
高
商
の
試
合
を
有
料
と
す
る
こ
と
が
困
難

だ
か
ら
で
あ
っ
た
。
四
試
合
で
得
た
収
益
金
は
五
百
円
を
数
え
た
が
、
そ
の
用
途
に
つ
い
て
野
球
部
は
大
学
当
局
に
相
談
し
た
。

そ
の
結
果
、
実
費
と
の
差
額
で
あ
る
四
百
円
を
台
湾
球
界
に
寄
付
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
．
台
湾
を
離
れ
る
前
日
の
一
月
二
日
、

中
川
館
長
の
名
に
お
い
て
関
係
者
へ
の
感
謝
会
が
催
さ
れ
た
。
そ
の
席
上
で
、
板
木
部
長
は
以
下
の
言
葉
と
と
も
に
、
黒
洋
倶

楽
部
会
長
の
津
久
井
氏
に
寄
付
の
手
続
き
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
一
行
は
台
湾
見
学
の
た
め
渡
台
し
た
も
の
で
、
中
川
館
長

の
意
見
も
あ
り
入
場
料
に
依
る
収
益
を
受
く
べ
き
も
の
で
な
い
か
ら
、
其
の
好
意
だ
け
受
け
、
右
の
金
子
は
台
湾
球
界
発
展
の

（
弧
）

た
め
に
改
め
て
寄
付
し
た
い
か
ら
し
か
る
べ
く
処
分
請
う
」
。
以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
一
九
二
八
年
一
月
三
日
、
基
隆
よ

り
信
濃
丸
に
乗
船
し
、
立
命
館
大
学
野
球
部
は
帰
国
の
途
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。
門
司
・
神
戸
港
を
経
て
彼
ら
が
京
都
駅
に
つ

い
た
の
は
、
七
日
の
午
後
七
時
で
あ
っ
た
．

立
命
館
大
学
野
球
部
が
台
湾
に
遠
征
し
た
背
景
に
は
、
館
長
・
中
川
小
十
郎
の
存
在
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
台
湾
野
球
界
と
山

口
県
出
身
者
と
の
関
係
性
や
、
出
発
前
の
粁
余
曲
折
の
た
め
、
試
合
と
同
等
以
上
の
見
学
が
日
程
に
組
ま
れ
て
い
た
の
も
特
筆

さ
れ
る
．
も
う
一
点
、
興
味
深
い
事
実
が
あ
る
。
台
湾
遠
征
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
に
小
笹
、
長
村
と
今
小
路
の
平
安
中
学
出

身
者
が
三
人
い
る
。
遠
征
二
年
前
の
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
、
年
台
湾
東
岸
の
花
蓮
に
あ
る
野
球
団
が
日
本
に
遠
征
を
し
た
。

そ
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
原
住
民
ア
ミ
（
阿
美
）
族
か
ら
な
っ
て
い
た
。
花
蓮
港
庁
庁
官
の
江
口
良
三
は
同
地
方
省
の

Ⅳ
、
近
代
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
ｌ
お
わ
り
に
か
え
て
Ｉ
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状
態
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
当
時
の
日
本
と
台
湾
の
両
方
に
お
い
て
人
気
を
博
し
て
い
た
野
球
チ
ー
ム
の
遠
征
と
そ
の
活
用

を
思
い
つ
い
た
。
そ
し
て
、
ア
ミ
族
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
野
球
チ
ー
ム
で
あ
る
能
高
団
が
結
成
さ
れ
、
日
本
へ
遠
征
を
し
た
の

（
妃
）

で
あ
る
。
こ
の
チ
ー
ム
は
、
京
都
円
山
公
園
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
で
大
阪
府
立
八
尾
中
学
校
な
ど
と
試
合
を
し
、
好
成
績
を

収
め
た
。
こ
の
試
合
を
見
学
し
て
い
た
平
安
中
学
校
の
野
球
部
関
係
者
が
、
ア
ミ
族
の
活
躍
に
注
目
し
た
．
そ
し
て
花
連
港
に

あ
る
西
本
願
寺
別
院
住
職
・
武
田
善
俊
の
手
引
き
に
よ
り
、
そ
の
チ
ー
ム
の
な
か
か
ら
、
後
の
伊
藤
次
郎
（
ロ
ー
ド
フ
）
、
西
村

（
幅
）

喜
章
（
キ
サ
）
と
稲
田
照
天
（
ア
セ
ン
）
の
三
人
が
平
安
中
学
校
に
入
学
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
上
級
生
と
し

て
体
験
し
た
三
人
の
平
安
中
学
出
身
者
は
、
ど
こ
か
で
台
湾
野
球
の
将
来
性
を
立
命
館
大
学
に
伝
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。

台
湾
や
朝
鮮
，
や
が
て
満
州
へ
の
大
学
・
社
会
人
の
野
球
部
の
遠
征
を
追
う
と
、
ア
メ
リ
カ
本
土
な
ら
び
に
ハ
ワ
イ
を
通
じ

て
日
本
に
入
っ
て
き
た
く
ｌ
ス
ボ
ー
ル
、
や
が
て
野
球
が
い
か
に
日
本
植
民
地
に
普
及
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
歴
史
・
社
会
・

（
側
）

経
済
的
な
背
景
を
読
み
と
る
必
要
性
が
問
わ
れ
る
．
こ
れ
ま
で
の
日
本
野
球
史
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
（
ハ
ワ
イ
）
と
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
は
学
界
の
み
な
ら
ず
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
も
報
告
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
植
民
地

に
お
け
る
野
球
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
．
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
特
定
の
出
身
者
が
植
民
地
に
お
け
る

野
球
活
動
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
今
後
は
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
上
海
、
翌
年
に
は
満
州

（
鴫
）

へ
遠
征
し
、
立
命
館
大
学
野
球
部
の
軌
跡
を
追
う
こ
と
か
ら
、
現
地
の
野
球
チ
ー
ム
の
創
設
を
め
ぐ
る
社
会
的
背
景
と
そ
の
経

済
活
動
に
つ
い
て
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
も
進
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
立
命
館
大
学
野
球
部
で
活
躍
し
た
後
に
満
州
鉄
道
に
就
職

し
た
朝
鮮
出
身
者
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
（
解
放
後
）
の
一
九
四
六
年
の
ソ
ウ
ル
で
韓
国
（
朝
鮮
）
代
表
チ
ー
ム
の
一
人

（
妬
）

と
し
て
ア
メ
リ
カ
軍
と
の
親
善
試
合
に
出
場
し
て
い
る
。
台
湾
や
朝
鮮
か
ら
の
立
命
館
大
学
へ
の
留
学
生
に
つ
い
て
は
、
野
球
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伽
日
本
へ
の
ヘ
ー
ス
ボ
ー
ル
（
野
球
）
の
伝
来
に
一
一
い
て
は
、
大
和
球
士
編
『
真
説
日
本
野
球
史
ｌ
明
治
編
ｌ
』
べ
ｌ
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン

社
、
一
九
七
七
、
一
’
三
一
○
頁
。
坂
上
康
弘
編
『
に
っ
ぼ
ん
野
球
の
系
譜
学
』
、
青
弓
社
、
二
○
○
一
、
一
’
二
四
一
頁
。
渡
辺
融
「
日
本
に
お

け
る
野
球
の
受
容
・
定
着
過
程
」
、
（
中
村
敏
雄
編
『
ス
ポ
ー
ツ
の
伝
播
・
普
及
』
創
文
企
画
、
一
九
九
三
、
二
’
二
○
頁
）
・
佐
山
和
夫
編
『
明

治
五
年
の
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
初
め
て
日
本
に
野
球
を
伝
え
た
男
ｌ
ウ
ィ
ル
ソ
ン
』
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
○
○
二
、
一
’
三
二
頁
な
ど
。

②
慶
応
義
塾
大
学
野
球
部
史
編
集
委
員
会
編
『
慶
応
義
塾
大
学
野
球
部
百
年
史
・
上
巻
』
、
三
田
倶
楽
部
、
一
九
六
○
、
一
’
四
七
五
頁
。
以
下
、

慶
応
大
学
の
野
球
史
に
つ
い
て
は
同
書
に
よ
る
。

③
飛
田
忠
順
編
『
早
稲
田
大
学
野
球
部
五
十
年
史
』
、
早
稲
田
大
学
野
球
部
、
一
九
五
○
‘
一
’
五
一
二
頁
。
以
下
、
早
稲
田
大
学
野
球
史
に
つ
い

（
付
記
）

資
料
収
集
に
あ
た
っ
て
、
財
団
法
人
・
野
球
体
育
博
物
館
、
山
口
大
学
東
亜
経
済
研
究
所
、
平
安
中
学
・
高
等
学
校
、
な
ら

び
に
立
命
館
百
年
史
編
慕
室
に
は
多
大
な
ご
高
配
を
承
り
ま
し
た
。
ま
た
、
資
料
の
整
理
に
あ
た
っ
て
は
、
立
命
館
大
学
文
学

部
地
理
学
専
攻
の
津
田
恭
明
・
藤
信
有
蔵
の
両
君
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
尾
な
が
ら
記
し
て
、
お
礼
申
し
あ
げ
ま

一
○

な
お
、
本
研
究
に
お
い
て
，
平
成
一
八
～
平
成
一
二
年
度
科
学
研
究
費
・
基
盤
Ａ
「
環
太
平
洋
を
め
ぐ
る
日
本
人
の
国
際
移

動
に
関
す
る
学
際
的
研
究
（
代
表
者
・
米
山
裕
）
」
と
、
立
命
館
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
の
一
部
を
使
用
し
ま
し
た
。

部
を
は
じ
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
も
見
い
だ
せ
る
琵
能
性
が
あ
る
．
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
這
次
の
課
題
と
し
た
い
。
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側
永
田
陽
一
『
べ
ｌ
ス
ボ
ー
ル
の
社
会
学
』
、
東
方
出
版
、
一
九
九
四
三
二
八
’
三
三
二
頁
。

⑤
湯
川
充
雄
編
『
台
湾
野
球
史
』
、
台
湾
日
日
新
聞
社
運
動
具
部
、
一
九
三
二
、
一
’
七
八
二
頁
。
編
者
の
湯
川
は
台
湾
日
日
新
聞
記
者
で
あ
り
、

同
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、
彼
が
執
筆
し
た
と
思
わ
れ
る
野
球
記
事
が
再
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
台
湾
の
野
球
史
に
つ
い
て
は
同
書
に
よ
る
。

⑥
後
藤
鎮
平
編
『
布
畦
邦
人
野
球
史
（
野
球
壷
百
年
祭
記
念
）
』
、
布
畦
邦
人
野
球
史
出
版
会
、
一
九
三
○
、
一
’
七
七
二
頁
奥
泉
栄
三
郎
監
修

『
初
期
在
北
米
日
本
人
の
記
録
布
畦
編
第
九
冊
・
布
畦
邦
人
野
球
史
野
球
萱
百
年
祭
記
念
』
文
生
害
院
、
二
○
○
四
、
復
刻
）
。

、
聖
州
野
球
連
盟
編
『
ブ
ラ
ジ
ル
野
球
史
上
巻
』
、
伯
国
体
育
連
盟
、
一
九
八
五
、
一
’
二
九
二
頁
。

⑧
一
・
創
設
二
○
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
『
立
命
館
大
学
体
育
会
Ｏ
Ｂ
会
』
、
立
命
館
大
学
体
育
会
Ｏ
Ｂ
会
二
○
○
一
、
一
○
五
頁
。
た
だ
し
、

二
・
板
木
郁
郎
「
野
球
部
台
湾
遠
征
の
記
」
立
命
館
学
誌
二
一
、
一
九
二
八
、
七
’
一
五
頁
、
に
よ
れ
ば
、
当
初
の
部
員
数
は
九
名
と
し
て
い
る
。

側
以
下
、
台
湾
遠
征
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
掲
⑧
’
二
・
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

⑩
島
根
県
出
身
の
板
木
は
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
立
命
館
中
学
校
を
卒
業
後
、
京
都
大
学
法
学
部
・
大
学
院
で
民
法
を
学
ん
だ
。
大
学
令

（
旧
制
）
に
よ
る
昇
格
後
、
立
命
館
大
学
は
専
任
教
授
体
制
の
樹
立
が
必
要
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
本
学
関
係
者
を
専
任
と
し
、
対
象
者
を
留
学

生
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
選
出
さ
れ
た
板
木
は
、
一
九
二
三
（
大
正
二
）
年
八
月
か
ら
一
九
二
五
（
大
正
一
○
）
年
三
月
ま
で
ド

イ
ツ
に
留
学
し
、
そ
の
後
に
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
を
巡
っ
て
帰
国
し
た
。
立
命
館
大
学
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
立
命
館
創
立
五
十
年
史
』
一
三
○
’

二
二
二
頁
。
な
お
、
板
木
は
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
に
立
命
館
大
学
を
依
願
退
職
し
、
戦
後
に
復
職
し
て
い
る
。
戦
時
中
、
板
木
部
長
は

野
球
部
の
教
え
子
で
あ
る
杜
欣
一
氏
（
後
掲
㈹
）
を
頼
っ
て
、
東
亜
バ
ル
ブ
株
式
会
社
に
勤
務
し
た
。
板
木
正
『
「
親
父
の
背
中
』
に
垣
間
見
た

そ
の
思
想
と
信
条
」
立
命
館
百
年
史
紀
要
一
四
、
二
○
○
六
、
二
二
三
’
二
三
一
頁
。

て
は
同
吾
に
よ
る
。



10員

⑪
小
早
川
昇
三
「
京
都
大
学
野
球
リ
ー
グ
に
立
命
館
大
学
の
覇
業
成
る
」
野
球
界
七
○
’
一
四
、
一
九
二
七
、
四
八
’
四
九
頁
。

⑫
小
早
川
登
「
野
球
部
の
今
昔
」
立
命
館
学
誌
一
六
九
、
一
九
三
四
、
一
○
’
一
三
頁
。
当
時
、
立
命
館
大
学
野
球
は
、
「
未
だ
遠
征
を
し
た
事
の

な
い
チ
ー
ム
」
と
い
う
評
判
が
あ
っ
た
と
い
う
。
前
掲
⑧
’
二
、
七
頁
。

⑬
立
命
館
・
中
川
小
十
郎
研
究
会
会
報
「
中
川
小
十
郎
先
生
の
経
歴
」
、
二
、
一
九
八
五
、
一
四
’
二
九
頁
。

⑭
板
木
部
長
に
よ
れ
ば
、
「
運
動
嫌
の
館
長
の
こ
と
だ
か
ら
ｌ
も
っ
と
も
こ
れ
は
私
の
僻
目
か
も
知
れ
な
い
が
ｌ
お
そ
ら
く
は
一
言
の
下
に
拒
否
せ

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
案
じ
…
」
と
い
う
一
文
か
ら
、
遠
征
が
許
可
さ
れ
る
と
は
思
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
掲
⑧
’
二
、
八
頁
。

⑮
同
志
社
普
通
学
校
を
卒
業
し
た
安
部
磯
男
は
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
神
学
校
に
留
学
し
た
。
帰
国
後
、

彼
は
東
京
専
門
学
校
（
後
の
早
稲
田
大
学
）
の
講
師
、
教
授
と
な
り
、
留
学
中
に
知
見
し
た
野
球
を
伝
え
た
。
前
掲
②
。
同
志
社
大
学
体
育
会
硬

式
野
球
部
・
同
志
社
大
学
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
編
『
同
志
社
大
学
野
球
部
史
ｌ
前
編
』
、
一
九
九
三
、
一
八
頁
。

⑱
な
お
、
同
年
四
月
の
学
友
会
会
則
改
正
時
に
、
「
一
切
の
対
外
的
活
動
に
お
い
て
部
長
の
承
認
を
得
る
こ
と
を
要
す
」
と
い
う
一
条
が
設
け
ら
れ
、

学
生
だ
け
の
任
意
的
な
寄
付
金
募
集
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
前
掲
⑧
’
二
、
八
頁
。
以
下
、
引
用
文
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
旧
字
体
を
新
字
体
に

㈱
前
掲
旧
’
二
に
は
ア
ル
フ
了
ヘ
ッ
ト
で
某
氏
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
立
命
館
大
学
編
『
《
校
友
名
簿
』
一
九
二
八
に
は
該

当
す
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
台
湾
在
住
者
は
見
当
た
ら
な
い
。

⑱
こ
の
野
球
部
の
事
務
所
が
台
湾
日
日
新
聞
社
内
に
お
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
両
者
の
繋
が
り
が
理
解
さ
れ
る
。
前
掲
⑤
、
六
三
七
頁
。

⑲
幕
末
に
創
設
さ
れ
た
文
学
私
塾
・
山
口
講
堂
は
、
山
口
明
倫
舘
・
山
口
中
学
・
山
口
高
等
中
学
校
・
山
口
高
等
学
校
を
経
て
、
一
九
○
五
（
明

治
三
八
）
年
に
山
口
高
等
商
業
学
校
に
改
称
さ
れ
た
。
野
球
部
は
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
に
創
部
さ
れ
た
。
中
・
四
国
地
方
の
高
等
学
校
や

改
め
た
。
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伽
中
雌
館
長
と
土
井
氏
の
電
報
に
現
れ
る
台
湾
野
球
界
の
重
鎮
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
．
三
巻
俊
夫
（
台
湾
体
育
協
会
理
事
・
黒
洋
倶
楽
部
・

台
湾
倉
庫
）
、
河
村
徹
（
台
湾
体
育
協
会
理
事
・
黒
洋
倶
楽
部
評
議
員
・
台
日
新
報
社
）
、
吉
田
勉
（
黒
洋
倶
楽
部
評
議
員
・
台
湾
銀
行
）
、
三
次
徳

次
郎
（
黒
洋
倶
楽
部
評
議
員
・
実
業
）
、
許
丙
（
台
湾
体
育
協
会
理
事
）

⑰
当
時
、
国
鉄
の
特
急
に
は
、
ま
だ
愛
称
は
付
い
て
い
な
か
っ
た
。

伽
歓
迎
会
の
写
真
に
は
、
板
木
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
立
命
館
野
球
部
と
前
掲
二
七
の
人
物
な
ど
、
合
計
二
九
人
が
名
前
を
添
え
て
写
っ
て
い
る
。

河
隅
恭
二
「
台
湾
に
臨
み
て
」
、
立
命
館
学
誌
二
一
、
一
九
二
八
、
六
頁
。

剛
当
初
は
、
台
湾
銀
行
の
社
宅
か
寺
院
で
宿
泊
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
前
掲
㈱
の
三
次
氏
の
紹
介
で
高
級
旅
館
の
吾
妻
旅
館
に
合
計
一
○
泊
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
掲
⑧
’
二
、
一
三
頁
。

25)(21)(23)(22)(21)(20)
高
等
商
業
学
校
の
ほ
か
、
同
部
は
一
九
三
（
明
治
四
四
）
年
に
は
三
井
物
産
門
司
支
部
や
舞
鶴
倶
楽
部
な
ど
の
社
会
人
野
球
部
と
も
対
戦
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
校
風
か
ら
実
業
界
に
多
く
の
卒
業
生
が
輩
出
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
作
道
好
男
・
江
藤
武
人
編
『
花
な
き
山
か
げ
の
ｌ
山

口
大
学
経
済
学
部
六
十
五
年
史
ｌ
』
、
財
界
評
論
新
社
、
一
九
七
○
、
三
七
八
’
四
二
三
頁
。

一
九
二
六
（
大
正
十
五
）

前
掲
⑧
’
二
、
一
二
頁
．

前
掲
信
請
一
一
○
頁
一
》

立
教
大
学
と
‐
後
述
礼

前
掲
⑧
’
二
、
一
二

前
掲
⑤
、
一
○
五
頁
。

後
述
す
る
関
西
大
学
の
訪
台
は
中
止
に
な
っ
た
》

一
一
頁
。

年
七
月
か
ら
二
↓
ハ
（
昭
和
三
）
年
六
月
ま
で
台
湾
総
監
を
務
め
た
上
山
満
之
進
も
ま
た
、
山
口
県
出
身
者
で
あ
る
《



1n･〕
llju雪

伽
お
そ
ら
く
高
雄
に
あ
っ
た
轍
団
や
台
糖
な
ど
、
数
チ
ー
ム
の
合
同
チ
ー
ム
で
あ
ろ
う
。

㈱
大
正
期
に
は
台
南
球
場
が
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
当
時
で
は
台
南
一
中
校
庭
が
野
球
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
前
掲
伽
、
四
頁
。

例
こ
の
野
球
部
は
、
一
九
○
二
（
明
治
四
五
）
年
四
月
に
台
湾
総
督
府
鉄
道
局
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
。
前
掲
⑤
、
六
三
七
頁
。

㈱
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
の
台
湾
南
部
大
会
の
総
評
に
「
今
度
の
争
奪
戦
に
は
三
人
の
審
判
が
付
い
た
。
こ
れ
は
日
本
で
は
従
来
耳
に
し
た
こ

と
は
な
い
。
お
そ
ら
く
レ
コ
ー
ド
破
り
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
三
人
の
審
判
は
あ
ま
り
に
行
々
し
い
、
三
人
も
付
け
な
け
れ
ば
満
足
に
判
定
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
と
思
う
と
何
だ
が
、
南
部
野
球
の
恥
に
な
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
前
掲
⑤
、
一
八
七
頁
。

例
連
合
軍
の
陣
容
に
つ
い
て
は
、
記
録
が
な
い
・

側
山
口
高
商
は
、
台
湾
遠
征
で
五
勝
二
敗
の
成
績
を
収
め
た
。
吉
本
岩
太
郎
編
『
山
口
高
商
学
友
会
報
』
、
一
九
二
八
、
二
○
五
’
二
○
六
頁
。
な

(30）(32） (31)(33）

九
六
、
四
頁
。

こ
の
野
球
部
は
、
一
九
二
七
（
昭
和
三
年
四
月
に
台
湾
総
督
府
通
信
部
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
。
チ
ー
ム
名
称
は
、
９
胃
①
呂
○
且
①
月
①
冒
湧

の
略
称
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
⑤
＄
六
三
七
頁
。

立
命
館
大
学
の
訪
台
一
年
後
の
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
は
、
市
区
改
正
の
た
め
、
球
場
と
し
て
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。
前
掲
伽
、
一
九

前
掲
㈱
を
は
じ
め
、
部
員
の
手
記
に
つ
い
て
は
八
人
が
台
湾
遠
征
で
の
体
験
に
つ
い
て
『
立
命
館
学
誌
』
一
二
、
一
九
二
八
に
寄
稿
し
て

い
る
。
以
下
、
台
湾
で
の
戦
績
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
と
前
掲
⑤
を
参
考
に
し
た
。
な
お
、
学
生
の
ま
な
ざ
し
か
ら
の
台
湾
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ

い
て
は
別
稿
を
改
め
た
い
＆

一
九
九
六
、
三
頁
。

こ
の
球
場
は
一
九
二
三
（
大
正
二
一
）
年
鴎
摂
政
宮
殿
下
が
訪
台
の
時
、
急
造
さ
れ
た
球
場
で
あ
る
。
西
脇
良
明
編
『
台
湾
中
等
学
校
野
球
史
』
、
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㈹
一
年
目
は
彼
ら
は
活
躍
で
き
な
か
っ
た
が
、
二
年
目
に
は
予
選
の
京
滋
大
会
を
勝
ち
抜
き
平
安
中
学
校
は
甲
子
園
に
初
出
場
し
た
》
神
罷
晴

之
編
『
ふ
る
里
の
野
球
ｌ
近
畿
編
ｌ
』
、
ジ
ェ
ー
ピ
ー
出
版
社
、
一
九
八
二
、
一
’
四
五
五
頁
。
平
安
高
等
学
校
野
球
部
史
編
集
委
員
会
編
『
平
安

野
球
部
史
』
、
一
九
八
五
、
二
○
頁
。

㈱
大
島
有
史
『
韓
国
野
球
の
源
流
ｌ
玄
海
灘
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
オ
ブ
・
ド
リ
ー
ム
ス
ー
』
、
新
潮
社
、
二
○
○
六
、
六
七
頁
。

㈱
ア
レ
ン
・
グ
ッ
ド
マ
ン
「
野
球
」
、
（
ア
レ
ン
・
グ
ッ
ド
マ
ン
編
『
ス
ポ
ー
ツ
と
帝
国
ｌ
近
代
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
帝
国
主
義
ｌ
』
、
昭
和
堂
、
一
九

九
七
、
一
’
二
三
三
頁
）
・
坂
上
康
博
『
権
力
装
置
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ッ
ー
帝
国
日
本
の
国
家
戦
略
ｌ
』
、
講
談
社
、
一
九
九
八
、
八
六
’
二
五
頁
。

㈹
板
木
部
長
は
：
手
記
の
頁
の
末
尾
に
以
下
の
文
章
を
添
え
て
い
る
。
三
た
だ
山
口
高
商
を
取
ま
く
人
び
と
の
お
こ
な
い
に
外
部
的
に
は
ち
よ
《
一

と
不
可
解
な
行
為
が
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
罪
い
わ
れ
も
な
い
山
口
高
商
自
身
が
引
合
に
出
さ
れ
て
、
相
当
迷
惑
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。
次
に
掲

げ
る
経
世
新
報
一
月
八
日
『
球
信
』
の
記
事
の
ご
と
き
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
あ
え
て
同
高
野
球
部
の
た
め
に
弁
明
し
て
お
く
」
前
掲
⑧
’
二
、

十
四
頁
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
両
校
に
対
す
る
主
催
の
黒
洋
倶
楽
部
の
待
遇
に
大
き
な
差
異
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
遠
因
に
、
山
口
県

出
身
者
か
ら
な
る
同
倶
楽
部
幹
部
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。

伽
前
掲
側
、
一
五
頁
。
な
お
、
こ
の
寄
付
に
つ
い
て
は
前
掲
⑤
、
六
○
○
頁
、
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

㈱
戸
部
良
也
「
台
湾
野
球
の
ル
ー
ッ
ー
能
高
団
に
始
ま
っ
て
日
本
を
席
巻
し
た
棒
球
史
ｌ
」
ベ
ー
ス
ボ
ー
ロ
ジ
ー
五
、
二
○
○
四
一
六
九
’
一

戦
・
二
対
六
鉄
団
恥

一
九
三
三
、
一
八
一
頁
。

お
、
Ｃ
Ｂ
戦
・
○
対
四
、
台
南
戦
・
八
対
四
、
サ
ウ
ス
戦
・
二
二
対
三
全
高
雄
戦
（
第
一
試
合
）
・
一
二
対
一
。
（
第
二
試
合
）
・
四
対
一
台
南

戦
・
二
対
六
、
鉄
団
戦
・
五
対
五
、
Ｃ
Ｂ
戦
・
○
対
二
、
六
勝
二
敗
と
い
う
記
録
も
あ
る
。
竹
村
豊
俊
編
『
台
湾
体
育
史
』
、
台
湾
体
育
協
会
、

八
一
二
貝
。
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㈱
立
命
館
大
学
学
友
会
体
育
会
＆
体
育
会
の
歩
み
編
集
委
員
会
編
〔
「
体
育
会
の
あ
ゆ
み
』
一
九
六
○
藍
八
一
頁
な
お
上
海
遠
征
に
一
一
一
い
て
は

体
育
会
「
上
海
遠
征
記
事
抄
録
」
・
Ｓ
Ｋ
生
「
野
球
部
上
海
遠
征
記
」
・
紅
欣
一
郎
「
野
球
部
上
海
九
州
遠
征
戦
績
」
、
立
命
館
学
誌
一
五
五
、
一
九

三
二
、
九
’
二
二
頁
、
の
報
告
が
あ
る
。

（
立
命
館
大
学
文
学
部
助
教
授
）


